
 

【KU100】マンションの隣人は 1人暮らしの処女 JK だった!?生徒会系 JK

が仕事の疲れを最高に癒してくれるラブラブえっちなボイスドラマ♪ 
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2.出会い 

 

<SE：ドアチャイムの音> 

 

（マイク位置：正面遠く） 

はぁ～い、どなたですか？ 

 

え、お隣に引っ越してきた…、はい、今開けますね？ 

 

<SE:ドアを開く音> 

 

（マイク位置；正面通常） 

は、はじめまして！ 

 

あ、こちらこそよろしくお願いします。 

 

え、いただいちゃっていいんですか？ありがとうございます。 

 

はい、もし何かわからないことがあったら聞いてくださいね。 

 

それじゃ…… 

 

<SE:ドアを閉める音> 

 

お隣さん…かぁ。 

 

しばらく空いてたから少し新鮮だなぁ。 

 

夜のシャワーとか気を付けなくちゃ。 

 

…なんか、真面目なお兄さんて感じの人だったなぁ。 

 

この部屋角部屋だし、ここに引っ越してきて初めてのお隣さんだから、ちょっと緊張しちゃ

う。 
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あ、そういえば、何くれたんだろ。 

 

<SE：段ボールを開く音> 

 

…はっ？！えぇっ？！な、なにこれ！！ 

 

ど、ど、どういうこと？ 

 

<SE:ドアチャイムの音> 

 

（驚いて） 

はいっ？！  

 

…ど、どなたですか？！ 

 

…さっきの品を？ 

 

…返して欲しい？ 

 

<SE:ドアを乱暴に開く音> 

 

そりゃそうですよね？！最低です！ 

 

1 人暮らしの女子高生に、こんなえっちな DVD を渡してくるなんて、どうかしてます！ 

 

非常識ですよ！ 

 

引っ越しの挨拶の品を間違えた？ 

 

…何の嫌がらせかと思いました。 

 

（マイク位置：正面少し近づいて） 

はい、お返しします！ 

 

（マイク位置：正面通常） 
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それから、あなたからは何も受け取りたくないので、それはお持ち帰りください！ 

 

それじゃ！ 

 

<SE:ドアを乱暴に閉めて鍵をかける音> 

 

はぁ……最低。 

 

あんな人が隣に引っ越してくるなんて、ホントにイヤっ！ 

 

一瞬でも真面目そうとか思って損した。 

 

あっ！どうしよう… 

 

私さっき怒って一人暮らしってこと言っちゃった。 

 

パパもママも別々に海外支局に行っちゃって、私一人日本に残ったの間違いだったかな…。 

 

やっぱりパパかママについて行けば良かった。 

 

でも、お仕事の邪魔はしたくないし、私もお友達と離れるのは嫌だったし。 

 

はぁ～…、これからどうしよう。 

 

<SE:雑踏の音> 

 

ナレ：それからというもの、隣のお兄さんが話しかけてくると全力で無視。 

 

ナレ：エレベーターに乗り込んで来たら慌てて降りて階段を使ったり、ゴミ捨て場でも距離

を置いて逃げ回った。 

 

ナレ：そんな生活が二カ月ほど続いたある日のこと。 

 

ぅあー、今日はバイト大変だったなぁ。 
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もうくったくたぁ…。 

 

制服もお店の雰囲気もかわいいカフェだからと思って始めたけど、こんな遅い時間までお

客さんが途切れないとは思わなかったよぉ。 

 

今日は他のバイトの子もお休みだったし、店長さんも困ってたし、ついつい最後まで残業し

ちゃったけど… 

 

この道、暗いんだよなぁ。 

 

遠回りでももっと明るい道から帰ればよかったかも… 

 

<SE:肩を叩かれる音> 

 

あ、はい？！私ですか？！ 

 

え、駅ですか？ 

 

それなら逆方向ですよ？今来た方をまっすぐ… 

 

いえ、可愛くなんかないです。 

 

え、えぇ、高校生…です。 

 

お酒？飲めませんよ！未成年ですから！ 

 

そんなこと言わずにって、ちょ、困ります！ 

 

本当は高校生同士で飲んでるんだろ？って？ 

 

わたっ、私はそんなこと、したことないです！ 

 

…ますます一緒に飲みたくなったって、やだ！離して！ 

 

きゃっ！！ 
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<SE:ドン！と押す音> 

 

あ！お兄さ…… 

 

（マイク位置；右耳近く） 

（小声で） 

え？話を、…合わせろって？ 

 

（マイク位置：正面通常） 

（ぎこちなく） 

そ、そそそ、そうです！ 

 

か、彼氏です！ 

 

だから、困ります！ 

 

お、遅かったよぉ。 

 

私ずっと待ってたのに、来ないから先に一人で帰ってきちゃったじゃん！ 

 

うん、一緒に帰ろっ♪ 

 

そういうことなので、失礼します… 

 

え？歳が全然違うだろって？ 

 

私、年上の人が好きなの。 

 

<SE:抱きつく音> 

 

（マイク位置：左耳近く）ねぇ、お家行ったらもっと甘えてもいい？ 

 

へへっ、楽しみっ。 
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だぁいすき！ 

 

（マイク位置：通常左） 

あ、はい、そういうことなのでー。 

 

<SE:男女の足音> 

 

さっきはごめんね？って…そんな！ 

 

こ、こちらこそさっきはその…ありがとうございました。 

 

あと、いきなり、抱きついて…ごめん、なさい。 

 

えっ？嬉しかった？ 

 

私が…いつも無視してたから？ 

 

で、でもそれはっ！ 

 

その件は俺が悪かった？ 

 

わ、私も…本当に、ま、間違えただけだったんですよね？ 

 

謝られたのに、許してなくて、ごめんなさい… 

 

それなのに助けてくれて、その…本当にありがとうございました。 

 

<SE:足音止まる> 

 

（マイク位置：正面通常） 

お、送ってくれてありがとうございました。 

 

って言っても、お家隣ですもんね。 

 

そ、それじゃ… 
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<SE:鍵を開く音> 

 

（マイク位置：左遠く） 

あ、あのっ！ 

 

…え？私泣いて…あ、ホントだ。 

 

いつの間にか涙が流れてた。 

 

だ、大丈夫です。 

 

ホントに、その…… 

 

ちょと前に怖い想い、して… 

 

（堪えきれず泣き始める） 

っ…く…ひっく…… 

 

ごめ、なさ…涙、止まんな… 

 

え？いいんですか？ 

 

なんか、ごめんなさい…それじゃあ、うっく… 

 

涙、止まるまで…お家行ってもいい…ですか？ 

 

<SE:ドアを開いて閉じる音> 

 

（マイク位置：通常正面） 

ごめん…なさい。 

 

実は私、お兄さんが引っ越してくる前に…その、襲われ…かけて… 

 

この辺りで連続強姦魔が出たんです… 
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何とか逃げて…無事、だったけど… 

 

ニュースで犯人か捕まったって…顔見たら、その時の犯人で… 

 

すごく怖くてっ！ 

 

それで、お兄さんが持ってた DVD も…強姦…モノだったから… 

 

そういうの、好きなのかなって、思って… 

 

え？誤解…？ 

 

（泣き止んで）あれは自分が 1 人暮らしになった記念に、友人から送られた物？！ 

 

でも強姦モノなんて好きじゃなくて、ラブラブあまあまな恋愛モノしか見ない？！ 

 

や、ちょっ！何でもっと早く言ってくれなかったんですか？！ 

 

…私が、避けてたから…、あ、そう、でした…。 

 

や、やだっ！お兄さん顔真っ赤ですよ？！ 

 

え？わ、私も？！ 

 

だ、だって…私ラブラブあまあまでも、そういうえっちな DVD とか、見たことなくて… 

 

（マイク位置；正面少し遠ざかって） 

その、そ、そういうのも、あ、あるんですね… 

 

やだ、私何言って… 

 

（SE:結衣立ち上がる音） 

 

きょ、今日はありがとうございました！ 
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そろそろ、帰りますね。 

 

…これからは、その… 

 

お隣さんとして、普通に仲良くしてください… 

 

それじゃあ！ 

 

（SE:玄関まで靴下で走る音→ドアを開け、閉める音） 

（SE：自分の部屋のドアを開き、閉める音） 

 

（マイク位置；通常正面） 

やだもう、恥ずかしい… 

 

でも、お兄さん、良い人…だったなぁ。 

 

すごく紳士的だった…っていうか。 

 

こんなことなら、もう少し早く…仲良くしておけばよかった… 


